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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１２６】

の化合物またはその薬学的に受容可能な塩であって、式Ｉにおいて：
　環Ａは、３員～７員の飽和もしくは部分不飽和の炭素環式環、または独立して窒素、酸
素、および硫黄から選択される１個～３個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしく
は部分不飽和の複素環式環であり；
　ｎは、０～４であり；
　各Ｒ１は独立して、－Ｒ２、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＣＨ２ＯＲ、－
ＳＲ、－Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－ＯＲ、－Ｎ（Ｒ
）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、Ｃｙ、または
－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒであるか；あるいはＲ１は、以下の式：
【化１２７】

のうちの１つから選択されるか；あるいは
　２個のＲ１基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して窒素、酸素、および
硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員
の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；
　各Ｃｙは、必要に応じて置換された環であり、該必要に応じて置換された環は、３員～
７員の飽和もしくは部分不飽和の炭素環式環、または独立して窒素、酸素、および硫黄か
ら選択される１個～３個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複
素環式環から選択され；
　各Ｒ２は独立して、必要に応じて置換された基であり、該必要に応じて置換された基は
、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～２
個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複素環式、ならびに独立
して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個のヘテロ原子を有する５員～６員
のヘテロアリール環から選択され；
　各Ｒは独立して、水素、または必要に応じて置換された基であり、該必要に応じて置換
された基は、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択され
る１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複素環式、な
らびに独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個のヘテロ原子を有する
５員～６員のヘテロアリール環から選択されるか、あるいは：
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　同じ窒素上の２個のＲ基は、これらの間にある原子と一緒になって、該窒素に加えて、
独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される、０個～３個のヘテロ原子を有する４員
～７員の飽和、部分不飽和、もしくはヘテロアリールの環を形成し；
　環Ｂは、４員～８員の部分不飽和炭素環式縮合環；または窒素、酸素、および硫黄から
選択される１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の部分不飽和複素環式縮合環であ
り；ここで該環Ｂは、１個または１個より多くのオキソ基、チオノ基、またはイミノ基に
よって必要に応じて置換され得；
　ｍは、０～４であり；
　ｐは、０～２であり；
　［Ａｒ］は、フェニル、または独立して窒素、酸素、もしくは硫黄から選択される１個
～４個のヘテロ原子を有する５員～６員のヘテロ芳香環であり、ここで［Ａｒ］は、ｑ個
存在するＲ５によって置換されており；
　ｑは、０～５であり；
　各Ｒ５は独立して、－Ｒ２、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ
）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ
、－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－ＯＲ、
－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）
ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２

Ｎ（Ｒ）２、またはＣｙであるか；あるいは
　２個のＲ５基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して窒素、酸素、および
硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員
の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；
　Ｌ１は、共有結合、またはＣ１～６の二価炭化水素鎖であり、ここで該鎖の１個または
２個のメチレン単位は、－Ｎ（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－、
－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）－、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ）２－によって必要に応じ
て独立して置き換えられており；
　各Ｌ２は独立して、共有結合、またはＣ１～６の二価炭化水素鎖であり、ここで該鎖の
１個または２個のメチレン単位は、－Ｎ（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）－、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、
－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ）２－によって
必要に応じて独立して置き換えられており；
　各Ｒ４は独立して、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ）２、－
Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ）ＯＲ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｓ
（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ、または必要に応じて置換された基であり
、該必要に応じて置換された基は、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、お
よび硫黄から選択される１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分
不飽和の複素環式、ならびに独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個
のヘテロ原子を有する５員～６員のヘテロアリール環から選択されるか、あるいは：
　２個の－Ｌ２（Ｒ４）ｐ－Ｒ４基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して
窒素、酸素、および硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置
換された４員～７員の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；そして
　該化合物は
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【化１２８】

ではない、化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
　式ＩＩ：
【化１２９】

の、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項３】
　式ＩＩＩまたはＩＶ：

【化１３０】

の、請求項２に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項４】
　式ＸＩＩ：
【化１３１】

の、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項５】
　式ＸＩＩＩまたはＸＩＶ：
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【化１３２】

の、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項６】
　式ＸＶ－ａ、ＸＶ－ｂ、ＸＶ－ｃ、ＸＶ－ｄ、ＸＶＩ－ａ、ＸＶＩ－ｂ、ＸＶＩ－ｃ、
ＸＶＩ－ｄ、ＸＶＩＩ－ａ、ＸＶＩＩ－ｂ、またはＸＶＩＩ－ｃ：
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【化１３３】

の、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項７】
　Ｒ１は、－Ｎ（Ｒ）２またはＣｙである、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に
受容可能な塩。
【請求項８】
　Ｒ１は－Ｎ（Ｍｅ）２である、請求項７に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な
塩。
【請求項９】
　Ｒ１はＣｙであり、ここでＣｙは、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１
個～３個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員の飽和複素環式環であ



(7) JP 2016-505012 A5 2017.2.9

る、請求項７に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１０】
　Ｒ１はＣｙであり、ここでＣｙは、必要に応じて置換された環であり、該必要に応じて
置換された環は、モルホリン、ピペリジンおよびピペラジンから選択される、請求項７に
記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１１】
　Ｌ１は－Ｏ－である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１２】
　Ｌ１は－Ｎ（Ｒ）－である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩
。
【請求項１３】
　Ｌ１は－ＮＨ－である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１４】
　［Ａｒ］はフェニルであり、そしてｑは０～５である、請求項１に記載の化合物または
その薬学的に受容可能な塩。
【請求項１５】
　［Ａｒ］は５員～６員のヘテロアリールであり、そしてｑは０～５である、請求項１に
記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１６】
　［Ａｒ］は５員ヘテロアリールであり、そしてｑは０～４である、請求項１５に記載の
化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１７】
　［Ａｒ］はピラゾールであり、そしてｑは０～３である、請求項１５に記載の化合物ま
たはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１８】
　前記化合物は、表１に記載される化合物から選択される、請求項１に記載の化合物また
はその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１９】
　請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩、および薬学的に受容可能な
キャリア、アジュバント、またはビヒクルを含有する、薬学的組成物。
【請求項２０】
　患者において、ＩＲＡＫにより媒介される障害、疾患、または状態を処置するための組
成物であって、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩、またはその薬
学的組成物を含む、組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明により提供される化合物はまた、生物学的および病理学的現象におけるＩＲＡＫ
酵素の研究；身体組織において起こる細胞内シグナル伝達経路の研究；ならびに新たなＩ
ＲＡＫ阻害剤またはキナーゼ、シグナル伝達経路、およびサイトカインレベルの他のレギ
ュレーターの、インビトロまたはインビボでの比較評価のために有用である。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式Ｉ：
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【化１２６】

の化合物またはその薬学的に受容可能な塩であって、式Ｉにおいて：
　環Ａは、３員～７員の飽和もしくは部分不飽和の炭素環式環、または独立して窒素、酸
素、および硫黄から選択される１個～３個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしく
は部分不飽和の複素環式環であり；
　ｎは、０～４であり；
　各Ｒ１は独立して、－Ｒ２、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＣＨ２ＯＲ、－
ＳＲ、－Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－ＯＲ、－Ｎ（Ｒ
）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、Ｃｙ、または
－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒであるか；あるいはＲ１は、以下の式：
【化１２７】

のうちの１つから選択されるか；あるいは
　２個のＲ１基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して窒素、酸素、および
硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員
の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；
　各Ｃｙは、必要に応じて置換された環であり、該必要に応じて置換された環は、３員～
７員の飽和もしくは部分不飽和の炭素環式環、または独立して窒素、酸素、および硫黄か
ら選択される１個～３個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複
素環式環から選択され；
　各Ｒ２は独立して、必要に応じて置換された基であり、該必要に応じて置換された基は
、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～２
個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複素環式、ならびに独立
して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個のヘテロ原子を有する５員～６員
のヘテロアリール環から選択され；
　各Ｒは独立して、水素、または必要に応じて置換された基であり、該必要に応じて置換
された基は、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択され
る１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分不飽和の複素環式、な
らびに独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個のヘテロ原子を有する
５員～６員のヘテロアリール環から選択されるか、あるいは：
　同じ窒素上の２個のＲ基は、これらの間にある原子と一緒になって、該窒素に加えて、
独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される、０個～３個のヘテロ原子を有する４員
～７員の飽和、部分不飽和、もしくはヘテロアリールの環を形成し；
　環Ｂは、４員～８員の部分不飽和炭素環式縮合環；または窒素、酸素、および硫黄から
選択される１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の部分不飽和複素環式縮合環であ
り；ここで該環Ｂは、１個または１個より多くのオキソ基、チオノ基、またはイミノ基に
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よって必要に応じて置換され得；
　ｍは、０～４であり；
　ｐは、０～２であり；
　［Ａｒ］は、フェニル、または独立して窒素、酸素、もしくは硫黄から選択される１個
～４個のヘテロ原子を有する５員～６員のヘテロ芳香環であり、ここで［Ａｒ］は、ｑ個
存在するＲ５によって置換されており；
　ｑは、０～５であり；
　各Ｒ５は独立して、－Ｒ２、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ
）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ
、－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－ＯＲ、
－ＯＣ（Ｏ）Ｒ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）
ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２

Ｎ（Ｒ）２、またはＣｙであるか；あるいは
　２個のＲ５基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して窒素、酸素、および
硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員
の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；
　Ｌ１は、共有結合、またはＣ１～６の二価炭化水素鎖であり、ここで該鎖の１個または
２個のメチレン単位は、－Ｎ（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）－、
－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）－、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ
）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ）２－によって必要に応じ
て独立して置き換えられており；
　各Ｌ２は独立して、共有結合、またはＣ１～６の二価炭化水素鎖であり、ここで該鎖の
１個または２個のメチレン単位は、－Ｎ（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｒ）－、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）－、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、
－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ）２－によって
必要に応じて独立して置き換えられており；
　各Ｒ４は独立して、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ）２、－
Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ）ＯＲ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ、－Ｎ（Ｒ）Ｓ
（Ｏ）２Ｎ（Ｒ）２、－Ｎ（Ｒ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ、または必要に応じて置換された基であり
、該必要に応じて置換された基は、Ｃ１～６脂肪族、フェニル、独立して窒素、酸素、お
よび硫黄から選択される１個～２個のヘテロ原子を有する４員～７員の飽和もしくは部分
不飽和の複素環式、ならびに独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１個～４個
のヘテロ原子を有する５員～６員のヘテロアリール環から選択されるか、あるいは：
　２個の－Ｌ２（Ｒ４）ｐ－Ｒ４基は、これらの間にある原子と一緒になって、独立して
窒素、酸素、および硫黄から選択される０個～２個のヘテロ原子を有する必要に応じて置
換された４員～７員の縮合、スピロ縮合、または有橋の二環式環を形成し；そして
　該化合物は
【化１２８】

ではない、化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
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（項目２）
　式ＩＩ：
【化１２９】

の、項目１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目３）
　式ＩＩＩまたはＩＶ：

【化１３０】

の、項目２に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目４）
　式ＸＩＩ：
【化１３１】

の、項目１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目５）
　式ＸＩＩＩまたはＸＩＶ：
【化１３２】
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の、項目１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目６）
　式ＸＶ－ａ、ＸＶ－ｂ、ＸＶ－ｃ、ＸＶ－ｄ、ＸＶＩ－ａ、ＸＶＩ－ｂ、ＸＶＩ－ｃ、
ＸＶＩ－ｄ、ＸＶＩＩ－ａ、ＸＶＩＩ－ｂ、またはＸＶＩＩ－ｃ：
【化１３３】

の、項目１に記載の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目７）
　Ｒ１は、－Ｎ（Ｒ）２またはＣｙである、項目１に記載の化合物。
（項目８）
　Ｒ１は－Ｎ（Ｍｅ）２である、項目７に記載の化合物。
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（項目９）
　Ｒ１はＣｙであり、ここでＣｙは、独立して窒素、酸素、および硫黄から選択される１
個～３個のヘテロ原子を有する必要に応じて置換された４員～７員の飽和複素環式環であ
る、項目７に記載の化合物。
（項目１０）
　Ｒ１はＣｙであり、ここでＣｙは、必要に応じて置換された環であり、該必要に応じて
置換された環は、モルホリン、ピペリジンおよびピペラジンから選択される、項目７に記
載の化合物。
（項目１１）
　Ｌ１は－Ｏ－である、項目１に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｌ１は－Ｎ（Ｒ）－である、項目１に記載の化合物。
（項目１３）
　Ｌ１は－ＮＨ－である、項目１に記載の化合物。
（項目１４）
　［Ａｒ］はフェニルであり、そしてｑは０～５である、項目１に記載の化合物。
（項目１５）
　［Ａｒ］は５員～６員のヘテロアリールであり、そしてｑは０～５である、項目１に記
載の化合物。
（項目１６）
　［Ａｒ］は５員ヘテロアリールであり、そしてｑは０～４である、項目１５に記載の化
合物。
（項目１７）
　［Ａｒ］はピラゾールであり、そしてｑは０～３である、項目１５に記載の化合物。
（項目１８）
　前記化合物は、表１に記載される化合物から選択される、項目１に記載の化合物。
（項目１９）
　項目１に記載の化合物、および薬学的に受容可能なキャリア、アジュバント、またはビ
ヒクルを含有する、薬学的組成物。
（項目２０）
　患者において、ＩＲＡＫにより媒介される障害、疾患、または状態を処置する方法であ
って、該患者に、項目１に記載の化合物、またはその薬学的組成物を投与する工程を包含
する、方法。
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